
 
 
 
 

１ 単元のねらい 

①自然環境，②人口，③資源・エネルギーと産業，④交通・通信の 4 つの項目について，分布や地域などにかか

わる視点で課題を追究したり，解決したりする活動を通して，日本の国土の特色を理解し，それぞれの地域区分の地

域の共通点や差異，分布などに着目し，それらを関連付けて多面的・多角的に考察，表現することができる。 

 
２ 単元の評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

単元名  日本の地域的特色と地域区分 



単
元
の
評
価
規
準 

・日本の地形や気候の特色，海洋に囲まれ

た日本の国土の特色，自然災害と防災

への取り組みなどを基に，日本の自然環

境に関する特色を理解している。 

・少子高齢化の課題，国内の人口分布や

過疎・過密問題などを基に，日本の人口

に関する特色を理解している。 

・日本の資源・エネルギー利用の現状，国内

の産業の動向，環境やエネルギーに関す

る課題などを基に，日本の資源・エネルギ

ーと産業に関する特色を理解している。 

・国内や日本と世界との交通・通信網の整

備状況，これを活用した陸上，海上輸

送などの物流や人の往来などを基に，国

内各地の結び付きや日本と世界との結び

付きの特色を理解している。 

・自然環境，人口，資源・エネルギーと産

業，交通・通信に基づく地域区分を踏ま

え，日本の国土の特色を大観し理解して

いる。 

・自然環境，人口，資源・

エネルギーと産業，交通・

通信について，それぞれの

地域区分を，地域の共

通点や差異，分布などに

着目して，多面的・多角

的に考察し，表現してい

る。 

・日本の地域的特色を，自

然環境，人口，資源・エ

ネルギーと産業，交通・通

信に基づく地域区分など

に着目して，それらを関連

付けて多面的・多角的に

考察し，表現している。 

・日本の地域的特色と地

域区分について，よりよ

い社会の実現を視野に

そこで見られる課題を主

体的に追究しようとして

いる。 

 

●学習改善につながる評価 ○評定に用いる評価 

 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ 

まとめ 

知識・技能 ● ● ●  ● ●◯ ● ●  ○ ○ 



思考・判断・表現  ●  ◯●  ◯   ● ○ ○ 

主体的に学習に 

取り組む態度 
●          ○ 

 

 

３ 単元構造図（全１１時間） ☆獲得する認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 

日本の地域的特色と 

     地域区分 

単元学習前の生徒の認識 
 第１章や小学校までの学習の中で日本の一部分についての学習はしてきた。しかし，日本
全体を大観したり，地域同士のつながりという点については学んでいない。 
。 

第５時 自然災害と減災・防災への取り組み【●知・技】 
 
 
☆冷害 ☆液状化 ☆津波 ☆高潮 ☆減災 

☆防災マップ 

第６時 人口から見た日本の特色【●◯知・技 ◯思・判・表】 

 
 
☆少子高齢化 ☆人口ピラミッド ☆人口密度 

☆三大都市圏 ☆地方中枢都市 ☆過密・過疎 

☆政令指定都市 ☆ドーナツ化現象 ☆再開発 

☆都心回帰 

第 1時 日本がどのような国かイメージしよう【●主体的に学習に取り組む態度 ●知識・技能】 
日本はどのような国なのか考えよう。 

 

第２時 地形から見た日本の特色①【●知・技 ●思・判・表】 
 
 
☆変動帯 ☆浸食 ☆日本アルプス 

☆フォッサマグナ ☆流域面積 

 

第４時 気候から見た日本の特色【◯●思・判・表】 
 

 
☆地中海性気候 ☆西岸海洋性気候 ☆季節風 

☆梅雨 ☆台風  

第７時 資源・エネルギーから見た日本の特色【●知・技】 
 

 
☆鉱産資源 ☆エネルギー自給率 ☆水力発電 

☆火力発電 ☆地球温暖化 ☆原子力発電 

☆再生可能エネルギー 

第１１時 単元のまとめ  
【○思・判・表 ○態度】 
 

 

第８時 産業から見た日本の特色【●知・技】 
 
 
☆食料自給率 ☆太平洋ベルト ☆加工貿易 ☆ICT 

☆産業の空洞化 ☆第一・二・三次産業 

 

 

 

これまで自分が学んできて日本をイメージしたときに考えることは日本の一部だけのことであることが分かった。それぞれの地域によるちが
いや共通点が日本全体についてみていくことで分かるのではないか。 
 

第９時 交通・通信から見た日本の特色【●思・判・表】 

 

 
☆高速交通網 ☆情報通信網  

日本の地形にはどのような特色があり，地域によっ

てどのような違いがあるのだろう。 
 
 
 日本は変動帯に位置し火山，地震などの大地の活動
が活発であることが分かった。また，陸地の約 4 分の３が
山地と丘陵地である。川は傾斜が急で流域面積が狭い。 

なぜ日本各地の雨温図にここまで大きな違いがあ

るのだろう。 
日本にはどのような自然災害が起こり，どのよう

な防災の取り組みが行われているのだろう。 

日本の人口の分布や構成にはどのような特色があ

り，どのように変化しているのだろう。 
日本が必要な資源やエネルギーは，どのように確

保されているのだろう。 

日本の産業にはどのような特色があり，どのように

変化しているのだろう。 

日本にはどのような交通・通信網が発達し，どの

ような結びつきがあるのだろう。 

緯度，経度の違いや日本に吹き込む季節風と日本に
そびえたつ山地が影響してそれぞれの地域で気温や降水
量に違いがあることが分かった。 

日本では様々な災害に対して国，都道府県，市町
村，各関係機関が連携をとって対応している。しかし対策
だけでは防げないため，防災・減災に対する住民の意識が
大切であることが分かった。 

日本では少子高齢化が進んでいる。また三大都市圏
が形成されたことにより，都市，地方それぞれで様々な
問題が起きていることが分かった。 

日本は資源やエネルギーの確保を海外からの輸入に頼
っていることが分かった。そんな中でも限りある資源を有効
に使うため，環境に配慮した活動も行われている。 

第一次産業人口の減少に伴い日本の食料自給率が低下し
ている。第二次産業は高度経済成長期に著しく発展したが現在
では産業の空洞化など問題が起きている。第三次産業の仕事を
する人が全体の 7割を占めている。 

日本では新幹線，高速道路，航空網が日本各地に
整備され，各地の移動時間が大幅に短縮された。また情
報通信網も拡がってきている。 

 

 

日
本
に
は
ど
の
よ
う
な
地
域
的
特
色
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

第３時 地形から見た日本の特色②【●知・技】 
 
 
☆平野・盆地 ☆扇状地・三角州・台地 

☆岩石海岸・砂浜海岸・リアス海岸 ☆砂丘 

☆海溝 ☆大陸棚 ☆親潮・黒潮 ☆潮境 

 

日本の地形にはどのような特色があり，地域によっ

てどのような違いがあるのだろう。 
 
 

 日本には平野や盆地がありそれぞれに合った土地利用
がされている。海岸にもさまざま種類があり，近海には海
溝，大陸棚があり，様々な海流が流れている。 

第１０時 日本を地域区分しよう 
【○知・技 ○思・判・表】 

 日本の地域的特色について様々な視点からまとめ

よう。 

 

日本は地域的特色によってどのように地域区分で

きるのだろう。 

 



 

 

 

 

 

 

４ 単元指導計画 

時 ねらい おもな学習活動 評価規準 資料および留意点 

１ 

日
本
が
ど
の
よ
う
な
国
か
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う 

日本がどのような国なのか
を考える活動を通して，日
本には様々な地域的特色
があることに気付き，様々な
地域的特色がある理由を予
想することで，これからの学
習の見通しをもって主体的に
取り組もうとすることができ
る。 

１ 日本について持っているイメージを交流する。 
日本はどのような国なのか考えよう 

２ 「日本はどのような特色を持った国ですか？」と聞かれた
ときに何と答えるか考える。 

３ 考えた答えを交流し，日本には様々な地域的特色があ
ることに気付き，単元を貫く課題を設定する。 

≪単元を貫く課題≫ 
日本にはどのような地域的特色があるのだろう。 

４ 単元を貫く課題に対する予想をたてる。 
５ 本時のまとめをする。 

日本にはさまざまな
特色があることを理解
している。 
日本の地域的特色

に関しての単元を貫く
課題に対する答えを予
測し,見通しをもって主
体的に追究しようとして
いる。 

◇日本各地の写真 
ウェビングマップを用

いて日本に対するイメ
ー ジ を広げる こ と で
様々な地域的特色が
あることにつなげる。 

 これまで自分が学んできて日本をイメージしたときに考えることは，日本の一部だけのことであることが分かった。そ
れぞれの地域によるちがいや共通点が日本全体についてみていくことで分かるのではないか。 

２ 

地
形
か
ら
見
た
日
本
の
特
色
① 

 資料の読み取りを通し
て，日本の地形の特色をつ
かみ，山，川 ,海の特色を
関連付けて多面的 ,多角的
に考察し,表現している。  
☆変動帯  
☆浸食  
☆日本アルプス 
☆フォッサマグナ 
☆流域面積 

１ 教科書の写真を見せて日本の地形のイメージについて交
流する。 

２ 資料から事実を読み取り，交流する。 
・日本は変動帯に位置するため火山の活動や地震がよく起き
る。 

・陸地の約 4分の３が山地と丘陵地である。 
・日本列島の川は傾斜が急で流域面積が狭い特徴がある。 
３ 本時のまとめをする。 

日本の地形にはどのような特色があり，地域によ

ってどのような違いがあるのだろう。 

日本の自然環境に
関する特色を主題図
や分布図から適切に読
み取り,日本の山地・山
脈,川の特色について理
解している。 
日本の地形に関す

る地域的特色を ,関連
付けて多面的・多角的
に考察し，表現してい
る。 

◇険しい飛騨山脈の
山々 

◇山脈や火山の分布 
◇地震の震源と火山
の分布 

◇日本と世界の川の
比較 

 山と川の地形の 
特色を関連付けて 
考えられるように 
する。 

日本は変動帯に位置し火山，地震などの大地の活動が活発であることが分かった。また，陸地の約 4分の３が
山地と丘陵地である。川は傾斜が急で流域面積が狭い。 

３ 

地
形
か
ら
見
た
日
本
の
特
色
② 

資料を読み取る活動を通
して,日本の地形に関する特
色について理解している。  
☆平野・盆地  
☆扇状地・三角州・台地 
☆岩石海岸・砂浜海岸・リ
アス海岸  

☆砂丘 
☆海溝  
☆大陸棚  
☆親潮・黒潮  
☆潮境 
 

１ 日本各地の特色ある地形の写真から様々な地形につい
てイメージをもつ。 
日本の地形にはどのような特色があり，地域によ

ってどのような違いがあるのだろう。 

２ 資料から事実を読み取り，交流する。 
・平野や盆地という地形がある。 
・平野や盆地の中には扇状地,三角州,台地といった地形もあ
る。 

・地形それぞれに合った土地利用がされている。 
・海岸にもさまざま種類がある。 
・近海には海溝，大陸棚があり，様々な海流が流れている。 
３ 本時のまとめをする。 

日本の自然環境に
関する特色を主題図や
分布図から適切に読み
取り,日本の平地,海岸
の分布や特色,海洋に
囲まれた国土の特色に
ついて理解している。 

◇扇状地 
◇三角州 
◇日本の主な川  
 と平野,盆地 
◇日本の地形の模
式図 

◇リアス海岸 
◇日本列島周辺の
海底地形と断面 

  それぞれの地形 
とその土地の地形 
図をつなげて考え 
ることができるよ 
うにする。 

 日本には平野や盆地があり，それぞれに合った土地利用がされている。海岸にもさまざま種類があり，近海には
海溝，大陸棚があり，様々な海流が流れている。 

４ 

気
候
か
ら
見
た
日
本
の
特
色 

雨温図を読み取る活動を
通して ,日本各地の気候の
違いに気付き ,その理由につ
いて山地や山脈の分布等に
着目して説明することができ
る。 
☆地中海性気候  
☆西岸海洋性気候 

☆季節風 

☆梅雨  
☆台風  

 

１ 教科書の写真から同じ時期でも日本の各地 
でそれぞれ気候について違いがあることを確認する。 
なぜ日本各地の雨温図は，ここまで大きな違いが

あるのだろう。 

２ 資料から事実を読み取り，交流する。 
・高松では年中降水量が少ない。 
・金沢では冬に降水量が多い。 
３ 日本各地で気候に違いがある理由について考える。 
・季節風と日本の地形的な特色の山地や山脈が影響してそ
こを境に気候が違っている。 

４ 本時のまとめをする。 

日本が６つの気候
帯に大きく区分できる
理由について日本の山
地・山脈の分布や細長
い地形などに着目して
多面的に考察してい
る。 

◇1 月の金沢市・北
海道・静岡市,２月
の沖縄県 

◇日本各地の雨温
図 

◇夏と冬の降水量の
季節変化 

単元学習後の生徒の認識 

 この単元の学習前は，日本の切り取った一部分について知っているだけだったが，学習を行うことで日本全体の地域的特色につい
て大観し，それぞれの地域的特色や地域区分を比較するなど関連付けて考えることができるようになった。 

それぞれの視点で地域区分した地図を比較することで，地域
区分が明らかになり，地域的な特色同士の関係を見出すことが
できることが分かった。 



緯度，経度の違いや日本に吹き込む季節風と日本にそびえたつ山地が影響してそれぞれの地域で気温や降水
量に違いがあることが分かった。 

５ 

自
然
災
害
と
減
災
・
防
災
へ
の
取
り
組
み 

 日本に起こる多様な自然
災害や災害に対する取り組
みについて調べる活動を通し
て，国や地方公共団体の
諸機関や担当部局，地域
の人々やボランティアが連携
して人々の生命や安全の確
保のために活動していること
を読み取り，日本の防災対
策について理解することがで
きる。 
☆冷害  
☆液状化  

☆津波  

☆高潮  
☆減災 

☆防災マップ 

１ 知っている自然災害について交流する。 
日本にはどのような自然災害が起こり，どのよう

な防災の取り組みが行われているのだろう。 

２ 資料から事実を読み取り，意見を交流する。 
・地震,火山災害と気象災害が日本では起きる。 
・自然災害が発生した際にはライフラインの復旧のために国が
都道府県や市区町村と協力して対応に当たる。 
・自然災害に備えて防災対策が行われている。 
３ 本時のまとめをする。 

資料から日本の多
様な自然災害と防災
への取り組みなどに着
目し，日本では自然
災害が発生しやすい地
域が多いため，防災・
減災対策に努めている
ことを理解している。 
さまざまな人々が連

携して地域の人々の生
命や安全の確保のため
に活動していることを理
解している。 
 

◇日本各地の自然
災害の写真 

◇災害時の公的機
関の活動と支援の
動き 
 
自然災害への対策

と事前の防災の備え
の両方から日本では
災害に対して取り組ん
でいることを確認する。 

日本では様々な災害に対して国，都道府県，市町村，各関係機関が連携をとって対応している。しかし対策
だけでは防げないため，防災・減災に対する住民の意識が大切であることが分かった。 

６ 

人
口
か
ら
見
た
日
本
の
特
色 

日本の人口の分布や構
成について資料を読み取る
活動を通して少子高齢化，
過疎，過密といった日本の
課題に気付き，その課題に
対して多面的・多角的に考
えることができる。 
☆少子高齢化  
☆人口ピラミッド  

☆人口密度 

☆三大都市圏  
☆地方中枢都市  

☆過密・過疎 

☆政令指定都市  
☆ドーナツ化現象  

☆再開発 

☆都心回帰 

１ 日本ではどのあたりに人口が集まっているのか交流する。 
日本の人口の分布や構成にはどのような特色があ
り，どのように変化しているのだろう。 

２ 資料から事実を読み取り，意見を交流する。 
・日本の人口は富士山型,つりがね型,つぼ型と変化し 
てきている。 

・日本の人口の半分以上が三大都市圏に集中している。 
・日本では少子高齢化が進んできている。 
３ 日本の人口の分布や構成についてどんな課題点があるの
か考え,交流する。 

４ 本時のまとめをする。 

人口の移り変わりを
示す資料や人口ピラミ
ッドの資料から少子高
齢化の実態を，国内
の人口分布を示す資
料を通して過疎・過密
問題の実態を読み取
り，日本の人口に関す
る問題を理解してい
る。 
過疎，過密地域が

抱える課題について，
多面的・多角的に考
察している。 
 

◇日本の人口密度 
◇日本の人口の移り
変わり 

◇三大都市圏への人
口集中 

◇日本の人口ピラミッ
ドの変化 

日本では少子高齢化が進んでいる。また三大都市圏が形成されたことにより，都市，地方それぞれで様々な問
題が起きていることが分かった。 

７ 

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
見
た
日
本
の
特
色 

資料を読み取る活動を通
して,日本の資源・エネルギー
利用の現状や課題について
多面的・多角的に理解する
ことができる。 
☆鉱産資源  

☆エネルギー自給率  
☆水力発電 

☆火力発電  

☆地球温暖化  

☆原子力発電 

☆再生可能エネルギー 

１ 主な国のエネルギー自給率の資料を確認する。 
日本が必要な資源やエネルギーは，どのように確

保されているのだろう。 

２ 資料から事実を読み取り，意見を交流する。 
・日本はほとんどの資源を輸入に頼っている。 
・日本は主に火力発電で電気を確保している。 
・再生可能エネルギーを利用する取り組みが進められている。 
３ 本時のまとめをする。 

日本の資源・エネル
ギー利用の現状や課題
について多面的・多角
的に理解している。 
 

◇主な国のエネルギー
自給率 

◇日本の主な鉱産資
源の輸入相手国 

◇世界の主な国の発
電量の内訳 

◇日本の主な発電所
の分布 

日本は資源やエネルギーの確保を海外からの輸入に頼っていることが分かった。そんな中でも限りある資源を有効
に使うための環境に配慮した活動も行われている。 

８ 

産
業
か
ら
見
た
日
本
の
特
色 

 日本の産業の特色につい
て調べる活動を通して,日本
の農業や工業が抱える課題
について理解し,第三次産業
が盛んな地域について ,その
背景を考察することができ
る。 
☆食料自給率  

☆太平洋ベルト  
☆加工貿易  

☆ICT 

☆産業の空洞化  

☆第一・二・三次産業 

１ 身近な「〇〇業」について交流し,第一・二・三次産業を確
認する。 
日本の産業にはどのような特色があり，どのよ

うに変化しているのだろう。 

２ それぞれの産業の現状や課題について資料から読み取り
交流する。 

・品質を高めて外国産の食料品に対抗している。 
・産業の空洞化が起きている。 
・第三次産業の企業などは三大都市圏に集中している。 
３ 本時のまとめをする。 

 日本の産業の特色
や課題点について多面
的・多角的に理解して
いる。 
 

◇日本の主な工業地
帯・地域 

◇日本の自動車メー
カーの生産台数の
変化 

◇第三次産業就業
者数の県別割合 

第一次産業人口の減少に伴い日本の食料自給率が低下している。第二次産業は高度経済成長期に著しく発
展したが現在では産業の空洞化など問題が起きている。第三次産業の仕事をする人が全体の 7割を占めている。 



９ 

交
通
・
通
信
か
ら
見
た
日
本
の
特
色 

日本の輸送手段に違い
がみられる原因について ,輸
送距離,時間,地域性などに
着目して多面的・多角的に
考察している。 
☆高速交通網 

☆情報通信網 

１ 写真に写っている交通網について交流する。 
日本にはどのような交通・通信網が発達し，どのよ
うな結びつきがあるのだろう。 

２ 資料から日本の輸送手段の違いを読み取り,その理由に
ついて考え,交流する。 

・距離が遠くなるにつれて航空機の割合が高くなっている。 
・高速道路の整備によって自動車での貨物輸送の割合が高く
なってきている。 

３ 本時のまとめをする 

日本の交通や通信
網の発達について理解
し ,輸送手段に違いが
みられる原因について
多面的・多角的に考
察している。 
 

◇様々な交通手段が
みられる東京 

◇移動における JR 線
と航空機の利用の
割合 

◇国内の貨物輸送の
変化 

◇日本の高速交通
網 

 

日本では新幹線，高速道路，航空網が日本各地に整備され，各地の移動時間が大幅に短縮された。また情
報通信網も拡がってきている。 
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日
本
を
地
域
区
分
し
よ
う 

日本や国内地域に関する
各種の主題図や資料を基
に,地域区分の事例を学び,
それぞれの地域区分を地域
の共通点や差異,分布など
に着目して,多面的・多角的
に考察し,表現することができ
る。 

１ スキルアップを取り組む 
日本は地域的特色によってどのように地域区分で

きるのだろう。 

２ 地域を区分する視点について確認する 
３ ８つの資料を読み取り ,資料同士を関連付けて考察す
る。 

それぞれの地域区分
を地域の共通点や差
異 ,分布などに着目し
て ,多面的・多角的に
考察し,表現している。 

◇日本の標高 
◇最深積雪量 
◇都道府県別の平
均年齢 

◇都道府県別の合
計特殊出生率 

◇第一次産業就業
者数の割合 

◇一人当たりのバイオ
マス発電量 

◇東京との鉄道での
移動時間 

◇東京都への移動手
段 

それぞれの視点で地域区分した地図を比較することで，地域区分が明らかになり，地域的な特色同士の関係
を見出すことができることが分かった。 
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単 
元 
の 
ま
と
め 

これまでの学習を振り返
り，日本の地域的特色につ
いて様々な視点からまと
め，それらを関連付けて多
面的・多角的に考察・表現
し，日本の地域的特色と
地域区分について自分たち
の生活に関わらせている。 

単元のまとめをする。 

１ 日本の地域的特色について図にまとめて振り返る。 
２ 単元を貫く課題に対して自分の考えをまとめる。 

日本の地域的特色について様々な視点からまとめ

よう。 

日本の国土の特色
を ,図にまとめて振り返
り ,日本の地域的特色
を理解している。 
それぞれの地域的特

色を関連付けて多面
的・多角的に考察し,表
現している。 
単元の課題に対する

自分なりの考えをまと
め ,主体的に社会に関
わろうとしている。 
 
 

 

この単元の学習前は，日本の切り取った一部分について知っているだけだったが，学習を行うことで日本全体の
地域的特色について大観し，それぞれの地域的特色や地域区分を比較するなど関連付けて考えることができるよう
になった。 

 


